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が、これは Foucault によって 1977 年から 1979 年にかけて考察されたひとつの概念でして、と
りわけ 1990 年代以降の英米圏で、Foucault の後継者によって、より大きな展開をみせているひ
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ア ク タ ー
から始めてはいけない理
由はない」（Walters 2012=2016: 280）。その分析の出発点は、政府機関ではなくてもいい、つま
りモノから始めてもいいんじゃないかということを、言っている人は多いです。あと、最初に
見た統治性研究の最近の例のいくつかは、Foucault の影響もあるんだけれども、どちらかとい
うと Deleuze=Guattari の影響の方が強くて、そのなかではやはり、非人間にもエージェンシー
概念を拡張しているところがあります。ただ、これがいいのかどうかというのは、やはり議論
の必要があるかなというのが、私の今のところの結論ということになります。ということで、
以上で私の議論を終わりにしたいと思います。ありがとうございました。 
 
  
